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Promotion of local industry by design –a case of Higashidori village
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The aim of the project is to explore the possibility of promoting a local community by design. 
The targeted community is Higashidori village in Aomori prefecture, where the main economical 
activity is limited in so-called “primary industry”, such as forestry, stock-raising and fishery. We 
seek the solution which can realize both the publicity of the attraction of the village and raising 
the motivation of the community members. Following the first design proposal of stamp rally 
system, we designed and built prototypes of the wooden bench, which is made of cedar tree, one 
of the Higashidori’s main products.
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図５　｢ 改良版 ｣ の固定方式
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1）報告書「Compose ～東通地点地域振興方策調査業務～デザイン視座による地域資源再発見～」制作：
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2）報告書「Excavation ～東通地点デザイン視座による持続的地域振興方策調査業務」制作：株式会社ヴォ
イス　2011 年
４－２　村施設への設置
「産業まつり」での一般，関係者からの好評価を受け，同村の観光スポットの一つで地
域産品販売施設でもある「野牛川レストハウス」および東通村立東通小学校への設置のた
めの追加制作依頼を受けた。これにもとづき，３－５の改良版を２台作成して，2011 年
４月に納品した。
５．考察
今回提案したベンチ「きりりかかかぶ」を，観光拠点であるレストハウスと村民のため
の施設である小学校の両方に設置できたことは，外部へ向けての村の魅力の発信と村民の
地域振興への参加意識向上という当初の目的達成に向けての，一つの到達点とみなせよう。
ベンチの外観に関しては，最も象徴的な「年輪」という形で木目，すなわち素材の第一
の魅力を効果的に見せること，また東通村の自然と融和しながら集いの場としての存在感
をもかもし出す，という当初の狙いの一部は達成できたと考える。また，座面に設けた逆
アーチ状の凹みにより，快適な座り心地を実現することができた。なお，今回の提案では
シンプルな直線状のタイプを作成したが，カーブさせたり丸い輪にするなど，集いを演出
するさまざまなデザイン展開も考えられる。
製作技術の観点からは，材の魅力を活かす他に，加工作業の簡便化とシステム化，木材
の経年変形に対応できるような組付け方式の工夫をこらし，良好で応用可能な解決策を見
出すことができた。
６．今後の展開
東通小学校に設置できたことを受け，これを地域における「デザイン教育」の実践の端
緒にできるとよいと思う。ここでいう「デザイン教育」とは，デザイナーになるための教
育ではなく，生活者として，社会と自分たちの関係を，作られ使われる「もの」の存在を
通して理解し，そこに能動的に働きかける態度を養うための教育を指す。知識つめこみ型
教育の弊害が指摘される昨今，「学び」を「生きるための力」に変換するための媒介とし
てデザインに着目し，これを初等教育の中で活用する方法を考えることは，極めて有効か
つ意義深いことと考える。東通村は，人口規模や産業構造，教育体制（小中学校統合とい
うタイミング）などの観点から，「デザイン教育」の先進的試みを行う対象として非常に
適している。
本物の天然材料から作られたこのベンチに触れ，その素材や形の成り立ちを考える経験
から，プラスチックに囲まれた環境で育つよりもずっと豊かな「生きる力」を，こども達
が得てくれることを願う。
